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2 Ha-5　　　　栄養調製食品の摂取状況とその栄養的意味

　　　　　　　久保加織　○尾嶋美沙紀　山本健太郎　堀越昌子

　　　　　　　　（滋賀大）

【目的】　栄養調製食品は、ビタミンやミネラルをはじめ種々の栄養素がバランスよく簡

単にとれる便利な食品であるといわれ､学生などの間で気軽に用いられているようである。

今回、この栄養調製食品の利用実態についてのアンケート調査を行い、その摂取状況を把

握するとともに、包装紙に記載された栄養表示、および本研究室での幾つかの成分分析結

果をもとに、その栄養的意味について検討を行った。

　【方法】　栄養調製食品の利用実態に関するアンケート調査は、大学生250人（男性102

人、女性148人）を対象に、1999年７月から10月にかけて実施した。栄養成分の分析は、
11社38種類の栄養調製食品について、比色法によるリンと鉄の定量、およびラペル化脂

肪酸を用いたHPLCによる脂肪酸分析を行い、その他の栄養成分は、包装紙に記載された値
を用いて検討した。

　【結果】　栄養調製食品は、大学生に広く用いられており、おやつとして、あるいは食事

代わりに利用する人がそれぞれほぼ半数ずつを占めていた。また、栄養に対する関心が高

いと思われる人、すなわち食品の栄養成分表示を見る人やポイント補給型栄養補助食品を
利用している人ほど栄養調製食品の利用率は高かった。栄養調製食品の栄養成分について

検討したところ、エネルギーおよびたんぱく質含量が今回分析したすべての製品で低く、

脂質含量は高かった。特に、脂質エネルギー比は平均44%で、１製品を除いて全て30%を越

えていた。その他の栄養成分の含有に関しては、製品ごとに５つのタイプに分けることが

でき、それぞれのタイプで異なる利用の仕方をするのが適切ではないかと考えられた。脂
肪酸レベルでは、n-3系脂肪酸がn-6系脂肪酸に比べて非常に少なかった。

2 Ha-6　　　　　　塩分嗜好濃度に影響する要因分析の試み

　　　　　　　　　　　○塚田三香子　永井清香（聖霊女短大）

　（目的）日本における死因の第３位を占める脳血管疾患は秋田県内では特に多く、この地域において将

来栄養指導を行うことを期待される女子学生の塩分濃度の嗜好を調査し、これに影響を与える要因の分

析を行い、薄味を好むための具体的な方策を検討することがこの研究の目的である、

　（方法）栄養士養成課程に在籍する１、２年生9 5名が自宅などで摂取した味噌汁を２回別々の日に回

収し、これらの塩分濃度を塩分濃度計を用いて測定した。濃度の平均値と標準偏差を求め、平均値に偏

劃直を加えた場合と減じた場合の両方の塩分濃度の味噌汁を実際に作成し、どちらを好むかで学生を２

群に分別した。これらの学生の４種の基本味の鼓索神経支配領域における感度をテーストディスク法を

用いて測定した。また、アンケートにより、主観的な塩味の好みに関する評価、甘い味と塩辛い味のど

ちらの食品をより多く摂取しているか、家庭外の味付けの食品への依存度などを調査した。これらの２

群間における値をｔ検定を用いることにより比較した。

　（結果）各味噌汁の平均塩分濃度は1.00士0.28%であり、標準偏差を加えた値（1.2%）の味噌汁を好

む学生は44名、減じた値（0.7％）を好む学生は5 1名であった。この２群間で有意差の認められた

項目は、実際に普段摂取している味噌汁濃度（高濃度嗜好群で1.08士0.30％、低濃度嗜好群で0.91±

0.25%）、主観的な塩味の好みに関する評価（高濃度群で濃い塩味を好む者6 1%、低濃度群で濃い塩味

を好む者2 3 %）であり、塩味に関する感度（高濃度群で1.77±0.81低濃度群で1.98±0.86）は濃い濃

度を好む群で感度の高い傾向にはあったが、有意差は認められなかった。
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